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東
峰

見
聞
録

平成30年度一般会計

支出総額 48億0463万円
（内 災害関連 18億9100万円）

収入総額 51億2214万円

平
成
３０
年
度
事
業
は

    
適
切
に
行
わ
れ
た
か
？

委 

員 

長
　
伊
藤 

均

決
算
委
員
会
ま
と
め

避
難
レ
ベ
ル
３
以
上
が
出
た

場
合
、
保
育
所
等
は
自
宅
待

機
扱
い
に
な
る
。保
護
者
の
職

場
は
休
み
に
な
ら
な
い
状
況

が
多
い
が
、子
ど
も
へ
の
配
慮

等
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

担
当
課　

重
々
踏
ま
え
た
上

で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

小
石
原
診
療
所
の
医
師
に
つ

い
て
今
後
の
方
向
性
は
。

担
当
課　

現
在
、
自
治
医
大

か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

県
か
ら
は
原
則
、村
で
採
用
す

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。審

議
会
等
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
乳
幼
児
健
診
で
視
覚

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

担
当
課　

小
児
科
の
先
生
間

で
も
視
覚
検
査
の
必
要
性
を

訴
え
ら
れ
て
い
る
。広
域
で
、

で
き
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

３
歳
か
ら
就
学
前
検
診
ま
で

幼
児
の
健
診
は
期
間
が
空
く
。発

達
障
害
の
早
期
発
見
も
含
め

検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

担
当
課　

発
達
障
害
等
の
早

期
発
見
や
就
学
前
ま
で
の
療

育
等
、
５
歳
児
検
診
に
取
り

組
む
自
治
体
も
あ
る
。ノ
ウ
ハ

ウ
が
ま
だ
周
辺
市
町
村
に
な

い
の
で
、今
後
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

子
育
て
・
医
療

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

申
請
団
体
に
は
自
己
資
金
が

０
円
の
団
体
が
多
く
あ
る
。50

万
円
の
費
用
を
使
っ
た
事
業
が

後
々
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て

い
る
の
か
。

担
当
課　

補
助
金
あ
り
き
の

事
業
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
担
当
課
で
も
考
え
て
い

る
。今
後
協
議
し
て
い
く
。

ほ
う
し
ゅ
楽
舎
再
建
地
の
選

定
は
で
き
た
の
か
。

担
当
課　

昨
年
度
２
案
を
検

討
し
、
今
年
度
栗
松
公
民
館

横
に
決
定
し
た
。

棚
田
景
観
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
て
作
成
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ

及
び
Ａ
Ｎ
Ａ
機
内
誌
を
、
小

石
原
地
域
の
窯
元
等
に
も
置

く
こ
と
を
考
え
な
か
っ
た
の

か
。

担
当
課　

村
に
２０
冊
ほ
ど
い

た
だ
き
、キ
ャ
ン
プ
場
や
い
ず

み
館
等
に
置
い
た
経
緯
が
あ

る
。
今
年
も
機
内
誌
へ
の
掲

載
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、

多
め
に
確
保
し
た
い
。

観 
光

転
入
さ
れ
た
方
へ
東
峰
村
で

の
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
は
、

転
入
手
続
き
時
に
行
っ
て
い

な
い
の
か
。ま
た
、移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
は
。

担
当
課　

転
入
時
に
は
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
紹
介

し
、
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
し

て
い
た
だ
き
対
応
す
る
。

天
然
記
念
物
の
緊
急
調
査
と

は
。

担
当
課　

平
成
２９
年
災
害
以

降
に
古
城
原
で
発
見
さ
れ
た
、

約
９
万
年
前
の
阿
蘇
第
４
火

砕
流
に
よ
っ
て
な
ぎ
倒
さ
れ

た
埋
没
樹
木
と
堆
積
物
に
つ

い
て
の
調
査
。

文
化
財

移
住
定
住

収入
[歳入]

村税
1億5326万円

繰越金繰入金など
8億9634万円

村税
1億5326万円

その他
18億4156万円

村債
5億5629万円

県支出金
5億3801万円 国庫支出金

11億3668万円

地方交付税
17億8326万円

その他
18億4156万円 自主財源

20.5%

依存財源
79.5%

村債
5億5629万円

県支出金
5億3801万円 国庫支出金

11億3668万円

繰越金繰入金など
8億9634万円

地方交付税
17億8326万円

議会費
4579万円

その他
2129万円公債費

2億2039万円

災害復旧費
18億9099万円

総務費
10億4321万円

民生費
4億9470万円

災害復旧費
18億9099万円

総務費
10億4321万円

民生費
4億9470万円

保健衛生費
1億3830万円

商工費
1億0501万円土木費

4億8769万円
消防費
1億3771万円

教育費
8591万円

農林水産費
1億3364万円

支出
[歳出]

副
委
員
長
　
黒
川 

隆
康

決
算
審
査
特
別
委
員
会

◆簡易水道事業特別会計
収入総額　1億9526万円

支出総額　1億9517万円
（内 災害関連予算1億4222万円）

◆国民健康保険事業特別会計
収入総額　3億2755万円

支出総額　3億2752万円

◆後期高齢者医療特別会計
収入総額　3945万円

支出総額　3930万円
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工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の

道
の
り
（
公
共
災
）
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9月定例会トピックス  ここに注目！
　令和元年9月定例会を9月10日から20日の会期にて開催しました。条例改正5件、補正予算3

件、決算認定4件、人事同意2件、専決処分2件、発議2件、請願2件、村道認定2件、報告1件

を慎重審議し、原案どおり可決しました。また、9人の議員が一般質問を行いました。

　
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に

て
、
山
村
広
場
の
ト
イ
レ
が

改
修
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
は
昭
和
61
年
度
に

設
置
さ
れ
た
た
め
、
老
朽
化

が
激
し
く
、暗
く
て
、汚
く
て
、

怖
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
改
修
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
な
る
？

　

現
状
岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
の

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
と
し
て
利

用
し
て
い
る
た
め
、
広
場
管

理
棟
を
ト
イ
レ
と
し
て
先
に

改
修
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
関
係
か
ら
既
存

の
ト
イ
レ
便
器
数
に
合
わ
せ

て
、
男
性
用
（
小
：
２　

大
：

１
）
、
女
性
用
（
３
）
、
多
目

的
ト
イ
レ（
１
）に
改
修
す
る
。

そ
の
後
、既
存
の
ト
イ
レ
を
撤

去
し
、倉
庫（
岩
屋
祭
り
等
の

道
具
を
入
れ
る
）に
改
修
し

ま
す
。

岩
屋
公
園
内 

山
村
広
場
ト
イ
レ
改
修

気
持
ち
よ
く
使
っ
て

　
　
　

 

い
た
だ
く
た
め
に

　
令
和
元
年
８
月
３１
日
に
日

田
彦
山
線
の
鉄
道
で
の
早
期

復
旧
を
求
め
る
東
峰
村
住
民

決
起
大
会
の
決
議
を
受
け
て
、

東
峰
村
議
会
で
は
、９
月
１３

日
の
本
会
議
に
追
加
議
案
と

し
て
左
記
決
議
案
を
上
程
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
決
議
を
受
け
て
、
東
峰

村
議
会
で
は
９
月
県
議
会
の

日
田
彦
山
線
に
関
係
す
る
代

表
質
問
の
傍
聴
、
及
び
県
議

会
各
派
を
回
り
、
鉄
道
で
の

早
期
復
旧
へ
の
想
い
を
伝
え

て
き
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
１６

ペ
ー
ジ
）

日
田
彦
山
線
の

「
鉄
道
で
の
早
期
復
旧
」を

日田彦山線の「鉄道での早期復旧」に

　　　　　　　　　　　  全力で取り組む決議

　平成29年7月の九州北部豪雨災害から2年余りが経過

しているが、JR日田彦山線についてはいまなお復旧の

時期が見通せない状況である。現在、不通となっている

添田駅から夜明駅の区間は代行バスを運行しているもの

の、鉄道を利用していた多くの地元住民は不便と不安を

強いられている。

　これまで、日田彦山線復旧会議においては、JR九州と

沿線自治体とが復旧方法について議論を重ねてきたが、

「鉄道での復旧」についてJR九州との考えに大きな隔

たりがあり、また有効な対策や具体的な復旧時期は示さ

れないままである。

　令和元年8月31日に日田彦山線の鉄道での早期復旧を

求める東峰村住民決起大会の決議を受け、「東峰村議会」

は住民とともに、日田彦山線の「鉄道での早期復旧」に

全力で取り組んでいく。

以上、決議する。

令和元年 9月13日  東峰村議会

議
会
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
！！

既存の広場管理棟

第5回定例会（9月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
について

可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

決　

算

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）について可
決

平成30年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について　 (2・3ページへ) ○　○　○　●　○　○　○　○　○認
定

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成30年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

そ

の

他

補

正

予

算

条　

例

専

決

処

分

人　

事

請　

願

発　

議

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成30年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

平成30年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

人権擁護委員候補者の推薦について（髙倉美紀惠氏） ○　○　○　○　○　○　○　○　○同
意

○　○　○　○　○　○　○　○　○人権擁護委員候補者の推薦について（梶原文雄氏）同
意

○　○　○　○　○　○　○　○　○専決処分の承認を求めることについて
（久毛川河川災害復旧工事の変更契約について）

承
認

専決処分の承認を求めることについて
（林道土師山線災害復旧工事の変更契約について） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承

認

専決処分の承認を求めることについて
（奈良尾川河川災害復旧工事の変更契約について）

○　○　○　○　○　○　○　○　○承
認

○　○　○　○　○　○　○　○　○専決処分の承認を求めることについて
（林道大日福井線災害復旧工事の変更契約について）

承
認

専決処分の承認を求めることについて
（大木川河川災害復旧工事の変更契約について） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承

認

○　○　○　○　○　○　○　○　○「新たな過疎対策法の制定に関する意見書」の提出について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」
にかかわる意見書の提出を求める請願書

可
決

日田彦山線の「鉄道での早期復旧」に全力で取り組む決議について
(8・16ページへ) ○　○　○　○　○　○　○　○　○可

決

東峰村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村税条例の一部を改正する条例の制定について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村総合計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について可
決

東峰村給水条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

東峰村飲料水給水条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第２号）について (8ページへ)可
決

「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求める請願書 ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

村道の路線の認定について（第２尾崎線） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○村道の路線の認定について（中尾・古庄屋線）可
決

平成30年度株式会社宝珠山ふるさと村決算状況報告について 報告議案のため採決は行いません
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黒
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隆
康　

議
員

　
　
安
全
運
転
装
置
設
置
に
補
助
金
を
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議
員

　
　
消
防
団
長
と
副
議
長
の
兼
務
は
可
能
か

 

４
．
伊

藤　
 

均  
 

議
員

　
　
災
害
復
旧
の
進
捗
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

 

５
．
梶
原　

伯
夫　

議
員

　
　
道
路
愛
護
の
範
囲
が
広
す
ぎ
な
い
か

 

６
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
マ
フ
ィ
ン
問
題
の
ふ
る
さ
と
村
社
長
の
責
任
は

 

７
．
大
蔵　

久
徳　

議
員

　
　
旧
宝
珠
山
小
学
校
の
再
利
用
は

 

８
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
役
場
駐
車
場
出
店
者
は
民
陶
祭
協
賛
金
を
払
っ
た
か

 

９
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
ふ
る
さ
と
村
所
有
住
宅
の
件
は
失
念
し
て
い
た
の
か
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河
川
災
害
の
復
旧
は
い
つ
終
わ
る
の
か

災
害
対
策
室
長  

令
和
２
年
度
発
注
を
目
標

議
員　
河
川
災
害
で
岩
屋
駅
か
ら
金

剛
野
橋
ま
で
の
復
旧
は
い
つ
に
な
る

か
。
ま
た
、
農
業
用
水
の
取
水
に
利

用
し
て
い
る
作
業
道
側
溝
の
復
旧
も
、

農
地
災
害
復
旧
の
費
用
負
担
と
同
じ

扱
い
に
な
ら
な
い
か
。

災
害
対
策
室
長　
岩
屋
橋
か
ら
阿
弥

陀
堂
橋
は
年
内
に
、
金
剛
野
橋
ま
で

は
令
和
２
年
度
発
注
予
定
。

村
長　
作
業
道
で
あ
れ
ば
、
地
主
の

方
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。
地
域

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

再
度
調
査
を
し
て
対
応
策
を
検
討
し

た
い
。

 

議
員　
県
道
八
女
香
春
線
拡
幅
工
事

の
中
で
屋
椎
橋
の
工
事
は
い
つ
に
な

る
か
。

村
長　
朝
倉
県
土
に
要
請
し
て
令
和

２
年
度
に
発
注
予
定
、
交
流
館
ま
で

は
令
和
３
年
度
ま
で
の
計
画
。

議
員　
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
復
旧
に
つ

い
て
、
今
後
３
自
治
体
と
し
て
の
方

向
性
と
進
め
方
は
。

村
長　

住
民
決
起
大
会
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
事
は
首
長
同

士
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
ま
で
の
対
応
を
反
省
し
、
今
後
は

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
行
動
を
起
こ

し
て
、
世
論
を
巻
き
込
ん
で
い
か
な

い
と
、
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
思
う
。JR筑前岩屋駅付近

Ｊ
Ｒ
の
復
旧
は
い
つ
に

な
っ
た
ら
前
進
す
る
の
か
な
ぁ 

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

安
全
運
転
装
置
設
置
に
補
助
金
を

村
長  

早
急
に
対
応
し
た
い

議
員　

高
齢
者
に
よ
る
ブ
レ
ー
キ
と

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に

よ
る
事
故
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
他
の
自
治
体
で
は
補
助
金
に
よ

り
、
安
全
運
転
装
置
設
置
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
東
峰
村
に
お
い
て
も

こ
う
し
た
支
援
は
出
来
な
い
か
。

村
長　

県
下
で
一
番
高
齢
化
率
が
高

く
、
移
動
手
段
と
し
て
車
が
な
け
れ

ば
厳
し
い
村
で
あ
る
。
１２
月
議
会
等

に
予
算
を
提
案
し
、
早
急
に
対
応
し

た
い
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

議
員　

喜
楽
来
館
で
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
は
い
つ
開
設
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
利
用
日
、
利
用
時
間
、
利
用
料

金
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　
５
月
中
旬
に
開
設
し
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
５
日
間
利
用
、

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
１２
時
ま
で
開

校
し
て
い
る
。
指
導
者
は
退
職
さ
れ

た
小
中
学
校
の
先
生
方
で
、
利
用
料

は
無
料
。

議
員　

東
峰
学
園
と
の
協
議
は
な
さ

れ
た
の
か
。
運
営
経
費
の
負
担
は
あ

る
の
か
。

教
育
長　
学
校
長
と
共
通
理
解
の
上
、

進
め
て
い
る
。
経
費
に
つ
い
て
は
現

在
村
の
負
担
は
な
い
が
、
今
後
も
開

設
の
要
望
が
あ
る
の
で
、
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

安
心
し
て
運
転
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
対
策
を
！　

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

消
防
団
長
と
副
議
長
の
兼
務
は
可
能
か

村
長  

前
向
き
な
心
配
と
受
け
止
め
て
い
る

議
員　

消
防
団
長
と
議
会
の
副
議
長

と
い
う
兼
務
に
つ
い
て
、
村
長
の
所

見
を
お
伺
い
し
た
い
。

村
長　

前
向
き
な
ご
心
配
だ
と
思
っ

て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
確
か
に
副
議
長
は
要
職
で
あ
り
、

消
防
団
長
も
要
職
で
あ
る
。
災
害
を

例
に
と
る
と
、
議
長
に
何
か
あ
っ
た

場
合
は
副
議
長
が
議
会
の
取
り
ま
と

め
を
行
う
が
、
消
防
団
長
も
メ
イ
ン

で
動
い
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
副
議
長
に
つ
い
て
は
、
副
議

長
就
任
以
前
か
ら
消
防
団
長
で
あ
り
、

昨
年
の
議
員
改
選
に
よ
っ
て
副
議
長

と
消
防
団
長
の
要
職
を
担
っ
て
い
る
。

ど
う
か
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

道
の
駅
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

議
員　

現
在
道
の
駅
第
２
販
売
所
を

運
営
す
る
ラ
ン
プ
の
森
が
開
催
し
た

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
、
道
の
駅
駐

車
場
に
イ
ベ
ン
ト
客
等
が
多
く
駐
車

し
て
い
た
。指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
ラ
ン
プ
の
森
の
責
任
者
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
道
の
駅
駐
車
場
に
は
駐

車
で
き
な
い
旨
を
総
務
課
長
よ
り
伝
え

て
い
る
。結
果
的
に
、議
員
が
言
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、今
後
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
際
に
は
き
っ
ち
り
と
指
導

等
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

泉　　守 議 員

ランプの森

道
の
駅
利
用
者
へ
も
う
少
し

              

配
慮
す
べ
き
で
は

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い



災
害
復
旧
の
進
捗
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

村
長   

災
害
復
旧
作
業
は
確
実
に
進
ん
で
い
る

議
員　
現
時
点
で
の
災
害
復
旧
工
事

（
公
共
災
）
の
進
捗
状
況
は
。

災
害
対
策
室
長　
地
区
別
の
発
注
状

況
は
、
大
字
小
石
原
地
区
は
、
１
０

０
％
の
発
注
。
大
字
小
石
原
鼓
及
び
、

大
字
宝
珠
山
・
福
井
地
区
は
６０･

４
％

か
ら
６６･

９
％
の
発
注
で
推
移
し
て
い

る
。

議
員　
被
災
後
２
年
を
経
過
し
た
が
、

農
業
災
害
つ
い
て
は
完
成
率
が
２１･

４

％
と
進
捗
が
悪
い
。
復
旧
が
遅
れ
る

と
耕
作
放
棄
が
増
え
る
心
配
が
あ
る

が
、
村
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

村
長　

農
地
災
害
は
、
３
〜
５
年
を

過
ぎ
る
と
も
う
耕
作
で
き
な
い
と
言

う
人
達
が
出
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い

る
が
、
復
旧
作
業
は
一
歩
一
歩
確
実

に
進
ん
で
い
る
。

議
員　

現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
、
完

全
復
旧
は
何
年
後
に
見
込
ま
れ
る
の

か
。

村
長　

現
時
点
で
は
、
正
確
な
回
答

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
改
良

復
旧
に
つ
い
て
は
５
年
と
解
釈
し
て

い
る
。

議
員　

災
害
工
事
に
お
い
て
、
地
権

者
や
関
係
者
へ
の
説
明
は
し
た
の
か
、

ま
た
い
つ
の
時
点
で
な
さ
れ
た
の
か
。

災
害
対
策
室
長　
業
者
が
決
定
後
、業

者
が
現
地
で
丁
張
を
掛
け
た
段
階
で
説

明
し
て
い
る
。

被災した田んぼ

田
ん
ぼ
の
回
復
は

　
い
つ
に
な
る
の
か
・
・
・

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

梶原 伯夫 議 員

道
路
愛
護
の
範
囲
が
広
す
ぎ
な
い
か

村
長  

区
長
会
等
で
協
議
す
る

議
員　

村
内
で
は
年
々
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
各
地
区
で
の
道
路
愛
護

作
業
の
範
囲
が
広
す
ぎ
て
無
理
が
あ

る
の
で
は
。

村
長　

高
齢
化
と
と
も
に
道
路
愛
護

作
業
そ
の
も
の
が
今
後
ど
う
な
る
か
、

危
惧
し
て
い
る
。
ど
う
す
る
か
に
つ

い
て
、
区
長
会
等
で
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

シ
ル
バ
ー
人
材
等
の
方
に
作

業
を
依
頼
し
て
、
地
区
の
範
囲
を
狭

く
す
る
等
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

区
長
会
等
で
協
議
を
し
て
い

た
だ
く
が
、
国
県
道
は
、
県
の
管
理

に
な
っ
て
い
る
。
地
区
で
ど
こ
ま
で

や
る
か
等
を
含
め
て
、
協
議
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

鶴
地
区
の
迂
回
路
に
つ
い
て

議
員　

２
年
前
や
今
年
の
大
雨
災
害

の
時
も
鶴
地
区
の
国
道
で
は
一
時
通

行
止
め
が
あ
り
、
鶴
地
区
に
迂
回
路

は
で
き
な
い
か
。
原
彦
窯
付
近
か
ら

村
道
久
毛
線
、
農
道
大
木
線
を
繋
ぎ
、

将
来
的
に
は
、
喜
楽
来
館
下
の
赤
籔

大
木
線
ま
で
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

村
長　

鶴
地
区
か
ら
も
多
く
の
方
の

署
名
の
下
、
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

地
質
、
勾
配
等
難
し
い
部
分
も
あ
る

が
、
少
し
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

道路愛護作業を行った国道

道
路
愛
護
が
お
お
ご
つ
に

           

な
っ
て
き
ち
ょ
る

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

マ
フ
ィ
ン
問
題
の
ふ
る
さ
と
村
社
長
の
責
任
は

村
長  

役
員
報
酬
返
納
で
責
任
は
取
っ
た

議
員　
マ
フ
ィ
ン
製
造
販
売
会
社
と

取
引
を
始
め
る
時
に
、
相
手
会
社
を

調
査
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

村
長　

役
員
会
等
で
取
引
を
始
め
る

提
案
を
受
け
、了
承
し
て
行
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

議
員　

役
員
報
酬
返
納
で
責
任
は
取

っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
以
前
の
一
般

質
問
で
そ
の
他
に
も
責
任
が
あ
る
と

答
え
て
い
る
が
、何
か
責
任
は
取
っ
た

の
か
。

村
長　
「
そ
の
他
に
も
責
任
を
取
り

た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
す
か
ね
」、

議
事
録
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
わ
か

ら
な
い
。問
題
発
生
後
、役
員
報
酬
返

納
で
責
任
は
取
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ふ
る
さ
と
村
元
専
務
宅
の
売
買
に
つ
い
て

議
員　

元
専
務
宅
の
売
買
に
関
す
る

件
は
、
村
長
の
失
念
か
ら
発
生
し
た

こ
と
で
あ
り
、な
ん
ら
か
の
責
任
を
取

る
気
持
ち
が
あ
る
の
か
。

村
長　
失
念
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
大
変
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
お
り
、

責
任
は
発
生
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

ふるさと村で製造されていたマフィン

元
専
務
が
ト
カ
ゲ
の
シ
ッ
ポ
切
り
み
た

い
で
あ
り
、
社
長（
村
長
）の
責
任
の
取

り
方
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

大蔵 久徳 議 員

旧
宝
珠
山
小
学
校
の
再
利
用
は

村
長  

検
討
委
員
会
の
中
で
協
議
を
し
た
い

議
員　

旧
宝
珠
山
小
学
校
で
は
髙
倉

元
村
長
の
時
に
検
討
委
員
会
が
作
ら

れ
て
答
申
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ
る

か
。

村
長 

公
共
用
地
検
討
委
員
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
１
番
が
福
祉
施
設
、
２

番
が
工
場
誘
致
だ
っ
た
。
水
耕
栽
培

は
否
決
さ
れ
た
が
、
働
く
場
所
の
確

保
の
た
め
の
工
場
誘
致
を
や
っ
て
い

き
た
い
。活
性
化
の
た
め
に
な
る
方
向

で
協
議
等
は
行
い
た
い
。

議
員　

一
昨
年
の
災
害
以
来
、
村
民

か
ら
避
難
所
と
し
て
使
え
な
い
か
と

の
話
を
聞
く
。
ま
た
、
商
工
会
か
ら

集
合
店
舗
の
提
案
も
あ
る
の
で
、
是

非
と
も
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。

村
長 

旧
宝
珠
山
小
学
校
に
お
い
て

は
、検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
場
合

で
も
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。

議
員　

例
え
ば
過
疎
債
、
合
併
特
例

債
、地
方
創
生
等
の
予
算
が
使
え
る
か

調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長 

そ
う
い
っ
た
提
案
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

旧宝珠山小学校

一
日
で
も
早
く

旧
宝
珠
山
小
学
校
の
活
用
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い
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役
場
駐
車
場
出
店
者
は
民
陶
祭
協
賛
金
を
払
っ
た
か

村
長  

協
賛
金
納
付
依
頼
を
し
て
い
な
か
っ
た

議
員　
２
年
前
か
ら
小
石
原
庁
舎
駐

車
場
で
食
品
を
販
売
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
出
店
し
て
い
る

の
か
。

村
長　

長
崎
県
五
島
市
福
岡
事
務
所

か
ら
、海
産
物
販
売
の
相
談
が
あ
り
、

２９
年
秋
か
ら
販
売
を
認
め
て
い
る
。

議
員　

民
陶
祭
で
村
外
の
方
が
出
店

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
陶
む
ら
祭
運

営
委
員
会
に
話
を
し
た
の
か
。

農
林
観
光
課
長　

今
回
の
公
共
用
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
話
は
行
っ
て
い
な

い
。

議
員　

民
陶
祭
で
は
、
村
外
の
業
者

よ
り
協
賛
金
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
五
島
の
方
か
ら
は

頂
い
て
い
る
の
か
。

村
長　

公
用
地
で
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
運
営
委
員
会
の
事
務
局
か
ら
は

協
賛
金
納
付
の
依
頼
は
行
っ
て
い
な

い
。

議
員　

今
後
は
他
の
業
者
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
の
で
、協
賛
金
を
頂
い
て

も
ら
い
た
い
。

村
長　

私
有
地
で
の
販
売
業
者
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
の
で
、次
回
か
ら
は

協
賛
金
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

民陶むら祭

民
陶
む
ら
祭
運
営
委
員
会
に

相
談
す
べ
き
だ
っ
た

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

ふ
る
さ
と
村
所
有
住
宅
の
件
は
失
念
し
て
い
た
の
か

村
長   

答
弁
は
差
し
控
え
る

議
員　
６
月
定
例
会
以
降
の
村
長
の

対
応
に
お
い
て
、
伊
藤
ち
ず
る
氏
等

に
未
だ
正
式
な
直
接
の
謝
罪
や
経
過

の
説
明
が
な
い
。
伊
藤
氏
の
住
宅
購

入
希
望
に
つ
い
て
、
村
長
は
失
念
し

て
い
た
の
か
。

村
長　
本
件
は
私
人
と
し
て
の
私
と

伊
藤
氏
間
の
民
民
の
問
題
で
、
村
議

会
で
答
弁
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

本
件
解
決
の
た
め
に
、
私
個
人
で
弁

護
士
に
委
任
を
し
て
お
り
、
答
弁
は

差
し
控
え
る
。

議
員　
な
ぜ
弁
護
士
を
立
て
た
の
か
。

村
長　
先
ほ
ど
答
弁
し
た
と
お
り
。

議
員　

２
０
１
７
年
の
メ
ー
ル
は
村

長
と
副
村
長
宛
て
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
村
長
は
ふ
る
さ
と
村
で
検
討

す
る
と
返
答
し
て
い
る
。
社
長
も
し

く
は
村
長
と
し
て
、
な
ぜ
弁
護
士
を

立
て
た
か
答
弁
を
。

村
長　
先
ほ
ど
答
弁
し
た
と
お
り
。

議
員　

な
ぜ
今
回
の
案
件
は
民
民
に

な
っ
た
の
か
。

村
長　
７
月
11
日
の
ふ
る
さ
と
村
役

員
会
で
こ
の
問
題
は
澁
谷
個
人
の
問

題
と
言
わ
れ
、
確
か
に
失
念
し
て
い

た
の
で
私
個
人
の
問
題
と
思
っ
て
い

る
。

議
員　

弁
護
士
費
用
は
ふ
る
さ
と
村

や
東
峰
村
か
ら
一
切
支
払
わ
れ
な
い

の
か
。

村
長　
支
払
わ
れ
な
い
。

失
念
の
責
任
を

　
　
し
っ
か
り
取
る
べ
き

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

調査隊調査隊
ウワサの

調査隊
議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる “ギモン”を調査するコーナーです
議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる “ギモン”を調査するコーナーです

今
年
７
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
は
ど
う
変
わ
っ
た
？！

　
昨
年
か
ら
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
き
た
岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
が
、

今
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
運
営
団
体

も
新
た
に
、
竹
地
区
の
方
々
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
一
般
社
団

法
人
竹
棚
田
が
管
理
運
営
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
ど
こ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
？

　

管
理
棟「
す
て
ら
」に
は
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
他
、
図
書

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、

山
や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
す
る

本
約
５
０
０
冊
を
置
い
て
い

ま
す
。ま
た
、
改
修
し
た
コ
テ

ー
ジ
は
家
具
の
他
、
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
を
完
備
し
、
都
会
か
ら

訪
れ
た
人
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

宿泊内容 料　金
18,000円＋税

（7～9月,5,6,10月土日祝前日,GW）
15,000円＋税
（上記以外）

500円＋税

2,000円＋税
※別途フリーサイト料金

森のコテージ
（4棟）

フリーサイト
（10張）

電源付き区画サイト
（7区画）

バンガロー
（3棟）

1棟
（定員5名）

1人
(小学生以上)

1区画

1棟 5,000円＋税

宿
泊
施
設
価
格

■リニューアル後の料金は？

■リニューアル後の利用状況は？

コテージ

テントサイト

バンガロー

旧コテージ

7月

25

41

4

6

8月

63

108

8

15

※8月は大雨や台風等の影響でキャンセルが多く発生しました。

管理棟 すてら コテージ外観 コテージ内観

■
今
後
の
運
営
は
？

　

民
陶
む
ら
祭
（
10
月
12

日
〜
10
月
14
日
）や
棚
田

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
11
月
1

日
〜
11
月
10
日
）な
ど
村

の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

予
約
が
多
く
入
っ
て
い
ま

す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、ツ
イ

ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用

し
て
情
報
を
発
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
開
催

し
て
い
く
予
定
な
の
で
、村

内
に
お
住
ま
い
の
方
も
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。



　

秋
の
採
り
入
れ
も
終
わ
り
、
皆

様
も
少
し
ホ
ッ
と
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
農
地
は
復

旧
に
至
っ
て
い
な
い
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
国
、
県
、
行
政

に
早
期
の
復
旧
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
季
節
の
変
わ
り
目
と

な
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
、

御
自
愛
く
だ
さ
い
。（

髙
倉 

寛
視
）

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　

 
 

高
橋　

弘
展

副
委
員
長　

 
 

長
澤　

貞
義

　

委　

員　

 
 

髙
倉　

寛
視

　
　
　
　

 

　

 

梶
原　

光
春

　
　
　

 

　
　

 

梶
原　

伯
夫

発
行
責
任
者

　

議　

長　

 
 

佐
々
木 

紀
嘉

5
7
号

令
和
元
年
10
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

編
集
後
記

16

営
業
を
始
め
て
１７
年
に
な
り
ま
す
。」

　
そ
の
間
、「
息
子
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
店
で
働
き
た
い
と
ラ
ー
メ
ン

修
行
に
行
き
ま
し
た
が
、修
行
中
に
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
り
一
緒
に
働
く

夢
は
か
な
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。今

は
息
子
も
帰
っ
て
き
て
ラ
ー
メ
ン
も
メ

ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
、現
在
は
娘
も
店
で

働
く
よ
う
に
な
り
親
子
三
人
で
忙
し
く

お
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。」

　
「
今
後
、若
い
人
た
ち
が
も
っ
と
寄
り

や
す
い
店
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。」と

希
望
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
県
議
会
で
は
代
表
質
問
に
お

い
て
、日
田
彦
山
線
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。東
峰
村
議
会
で
は
９

月
２０
日
の
緑
友
会
の
神
崎
聡
（
こ
う

ざ
き
さ
と
し
）
議
員
の
代
表
質
問
を

傍
聴
し
、県
議
会
各
会
派
を
ま
わ
り
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
崎
議
員
の
日
田
彦
山
線
の
復
旧

に
つ
い
て
の
知
事
の
決
意
を
尋
ね
た
質

問
に
対
し
知
事
は
、
Ｊ
Ｒ
と
地
域
住

民
と
の
話
し
合
い
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
の
旨
を
答
弁
。ま
た
、一
部
の
意

見
を
取
り
上
げ
、
多
く
の
住
民
が
希

望
す
る
鉄
道
で
の
復
旧
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
な
い
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
自
民
党
県
議
団
の
代
表
質

問
で
の
知
事
の
答
弁
で
は
、今
年
度
中

に
は
方
向
性
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
と

の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
峰
村
議
会
で
は
Ｊ
Ｒ
九

州
に
対
し
、
鉄
道
で
の
早
期
復
旧
を

求
め
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

延
田（
福

井
）の
ア
ン
ジ

ュ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
店

は
母
と
２
人

で
始
め
、
き

っ
か
け
は
、

『
喫
茶
で
皆
さ
ん
が
集
え
る
場
所
を

提
供
し
よ
う
』
で
し
た
。
開
店
後
、
お

客
さ
ん
か
ら
食
事
が
出
来
る
所
が
村

内
に
少
な
い
と
言
わ
れ
、
定
食
類
も

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ま
し
た
。
今
年
で

想いを福岡県議会へ

９月県議会傍聴
想いを福岡県議会へ

９月県議会傍聴

ギ
カ
イ
飯め  

し

〜
飲
食
店
か
ら

　
見
え
て
く
る
ム
ラ
③
〜
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